
平成２４年１月７日 ４

　大震災の難に遭われた
方々が、どんなお正月を
お迎えになられたろうか
と思います。寒さをしの

ぐにどうしていらっしゃるのだ
ろうと案じては、新年の祝意も萎（な）えがちに
なります。ひたすら、世のすべての人々のこの年
が、平安であることを念ずるものであります。
　幸い、子どもたちは元気です。学校での明るい
表情が力強い未来を予見させ、期待させます。活発な姿や曇りのない
眼の輝きは、その成長を担う任にある関係者に、大きな充足感と幸せ
を実感させてくれます。おめでとうございます。あらためて頌春のご
挨拶を、生涯学習を続けつつ、広く学校を支えて下さっている全市の
皆さんともどもに交わしたいと思います。
　初冬、まろにえホールで展開された小学校の連合音楽会が立派でし
た。トップに登壇した第四小学校の合唱「船出の朝」が、澄んで美し
く、万感を誘う心の響きが、深く残りました。続く、各学校とも、創
意と練習の結実を見事に披露して満場の拍手を呼びました。先生方の
熱心な指導の成果を痛感させられましたが、その日ごろの努力は授業
改善研究会に参集された校長先生以下全先生の真摯な勉強ぶりにもう
かがわれて、感動的でさえありました。誇るべき東久留米の教育の内
実を胸にとどめました。
　中学生「東京駅伝」の結団式が間近です。全校挙げて、代表選手を
応援し、希望を大きく思い描く新学年度へスタートを切りたいと願っ
ています。お幸せを祈ります。
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スポーツ祭東京⚒⚐⚑⚓
　（東京国体）の成功を目指して

教育長　永田　昇

　新年、明けましておめでとうございます。
　本年は、中学校で新学習指導要領「生きる力」
の育（はぐく）みを全面実施する年です。特に、
思考力・判断力・表現力などの育成を重視し、学
校だけでなく、ご家庭や地域など社会全体で子ど

もたちの教育に取り組むことが大切であると考えます。
　本年の干支は『辰』です。漢書律暦志によると、辰は「動いて伸び
る」「整う」の意味とし、草木が盛んに成長し形が整った状態を表す
そうです。子どもたちが自らの意思、自らの力で成長するための生き
る力を育めるよう、皆さまとともに努めていきたいと考えています。
　さて、新年早々来年の話になりますが、平成⚒⚕年は東京で国民体育
大会『スポーツ祭東京⚒⚐⚑⚓』を開催する年です。本市はスポーツセン
ターを会場として、「山岳競技（クライミング）」を開催します（⚓面
にはその関連記事を、また、紙面全体にはイラストで本国体マスコッ
トの「ゆりーと」が登場しています）。この大会には全国から大勢の
選手や観覧者が訪れ、市内で行われるイベントの規模としてはかつて
ない大きさになりますので、私ども行政の力だけで成功に導くことは
困難ですが、皆さまと共にこの機に本市の魅力を
発信したいと考えています。
　開催準備は本年から本格化していきます。全国
からお越しいただく方に“おもてなしの心”を持
ち温かく迎えることができるよう、市民の皆さま
にはぜひお力添えを賜りますことをお願い申し上
げ、年頭のご挨拶といたします。
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榎本委員長

永田教育長
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の
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⚒⚓年⚑⚑月⚕日㈯各学校で開催

再再 任任

　榎本教育委員会委員長の委員長
任期満了に伴い、平成⚒⚓年⚑⚐月⚗
日に開催した第⚑⚐回定例会におい
て委員長及び委員長職務代理者の
選挙を行ったところ、榎本隆司教
育委員が委員長に再任されまし
た。
　併せて、井上敏博教育委員が委
員長第一職務代理者に、矢部晶代
教育委員が委員長第二職務代理者
に再任されました。
　委員長及び委員長職務代理者の
任期は、いずれも平成⚒⚓年⚑⚐月⚑⚒
日～⚒⚔年⚑⚐月⚑⚑日です。

教育委員会委員長が
再任されました

　平成⚒⚓年第⚓回市議会定例会に
おいて同意を得て、松本誠一氏が
教育委員に再任されました。
　任期は平成⚒⚓年⚑⚐月⚑日～⚒⚗年
⚙月⚓⚐日です。

教育委員会委員が
再任されました 　

毎
年　

月
の
第
⚑
土
曜
日
は
ủ
東
京
都
教
育
の

⚑⚑

日
Ứ
で
す
Ố
本
市
で
は
こ
の
日
を
ủ
学
校
一
斉
公

開
日
Ứ
と
し
て
お
り
ỏ
市
内
の
全
小
・
中
学
校　
⚒⚑

校
の
授
業
の
様
子
を
一
斉
に
公
開
し
ỏ
保
護
者
だ

け
で
な
く
ỏ
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
学
校
現
場
を
ご

覧
い
た
だ
こ
う
と
始
ま
ỳ
た
も
の
で
す
Ố

　

今
年
度
は
⚘
⚘
⚔
⚖
人
も
の
方
に
授
業
や
講
演

会
ỏ
展
覧
会
ỏ
学
習
発
表
会
ỏ
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố
多
く
の

方
が
訪
れ
て
く
だ
さ
ỳ
た
中
ỏ
来
年
度
入
学
す
る

予
定
の
園
児
や
幼
児
も
保
護
者
と
一
緒
に
訪
れ
て

い
ま
し
た
Ố

g ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg　

①
奨
学
資
金
運
営
委
員
会
委
員

ộ
奨
学
資
金
運
営
委
員
会
は
奨
学

資
金
を
適
正
に
給
付
ớ
貸
付
Ờ
を

す
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

任
期
は
平
成　

年　

月
⚑
日
Ỗ　

⚒⚓

⚑⚐

⚒⚕

年
⚔
月　

日
Ố
敬
称
略
Ốừ
教
育

⚒⚗

委
員
会
委
員
Ử
松
本
誠
一
Ố
詳
し

く
は
総
務
課
庶
務
係
緯
⚔
⚗
⚐
・

⚗
⚗
⚗
⚕
へ
Ố

　

②
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
ộ

文
化
財
保
護
審
議
会
は
教
育
委
員

会
の
諮
問
に
応
じ
て
文
化
財
の
保

護
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い

て
審
議
し
ỏ
建
議
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
Ố
任
期
は
平
成

　

年
⚘
月
⚖
日
Ỗ　

年
⚘
月
⚕

⚒⚓

⚒⚕

日
Ố
敬
称
略
Ốừ
委
員
Ử
岡
田
芳
朗

▽
勅
使
河
原　

彰
▽
竹
内　

誠
▽

新
谷
尚
紀
▽
大
柳
久
栄
▽
寺
本
亮

洞
▽
伊
佐　

九
三
四
郎
▽
稲
葉
和

也
▽
奈
良
忠
寿
Ố
詳
し
く
は
生
涯

学
習
課
文
化
財
係ớ
郷
土
資
料
室
Ờ

緯
⚔
⚗
⚒
・
⚐
⚐
⚕
⚑
へ
Ố

　

③
図
書
館
協
議
会
委
員
ộ
図
書

館
協
議
会
は
図
書
館
の
運
営
に
関

す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
ỏ
図
書
館
法
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
Ố
任
期
は
平

成　

年
⚑
月　

日
Ỗ　

年
⚑
月　

⚒⚔

⚑⚖

⚒⚖

⚑⚕

日
Ố
敬
称
略
Ốừ
学
校
教
育
及
び

社
会
教
育
関
係
者
Ử
稲
垣
達
也
▽

藪
野
勝
久
▽
菅
沼
法
子
▽
小
池
啓

子
ừ
学
識
経
験
者
Ử
山
口
源
治
郎

▽
池
口
頌
夫
▽
鈴
木
増
雄
▽
山
口

朋
子
ừ
公
募
の
方
Ử
∁
田
眞
一
▽

佐
藤
由
美
子
Ố
詳
し
く
は
図
書
館

緯
⚔
⚗
⚕
・
⚔
⚖
⚔
⚖
へ
Ố

委
員
の
委
嘱

学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校一一一一一一一一一一一一一一一一一学校一斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉公公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開日日日日日日日日日日日日日日日日日公開日
▼写真⚒は、下里小学校の授業の様子で
す。先生の質問に子どもたちは一生懸命
考え、ワークシートに書き込んでいまし
た。発表では、先生に指名されると、大
きな声で「はい」と言い、起立して答え
る習慣ができています。「確かな学力の
育成」の土台には、このような「学習規
律の確立」が大切です。

▲写真⚑は、中央中学校で行われた道徳授業
地区公開講座の様子です。新聞記者を講師に
招き、東日本大震災の教訓をテーマに「共に
生きる」ことの重要性について学びました。
子どもたちは熱心に話を聞いていました。道
徳の授業に使う教材の選択は、指導の重要な
ポイントです。教科書を使うことも大事です
が、一方で、時事問題や児童・生徒の興味関心
に即したものなどを使った指導も重要です。

写真⚑

写真⚒


